
森山神社例大祭実行委員会

森
山
社

例
大
祭

お水取り神事の渡御隊列
①
せんどう
先導

②
きやり
木遣

③
だ　し
山車

⑤
しゃごうき
社号旗

⑥
おみこし
御神輿

⑦
こどもみこし
子ども神輿

⑧
かなぼう
金棒

⑨
みずやこし
水屋輿

⑩
そうだい
総代

⑪
はやし
囃子

⑫
けいび
警備

④
じつげつき
日月旗

山車（だし） 森山社伝承文化推進保存会 森山神社の歴史
　例大祭で子どもたちが引いている山車（だし）に施
されている彫刻は、今から160年ほど前の幕末、
1846年～1847年頃に製作された大変希少な作品
です。
　安房国（千葉県）千倉出身の宮彫師「後藤利兵衛
橘義光」の作品で、欄間の見返りの獅子が「阿吽（あ
うん）の形態をなして彫られ、また左右の方立（ほう
だて）にも表裏の透かし彫りで立派な彫刻が施され
ています。
　宮神輿を製作した彫刻師である細野寛氏より、
「この彫刻は、名匠による優れた作品で、けっして粗
末に扱ってはならない」と貴重なご意見をいただい
ています。
　是非、接待の休憩などの時に、よくよくご覧になっ
てみて下さい。

　森山神社の正式名称は「森山社」です。奇稲
田姫命（くしなだひめのみこと）という女の神
様が祀（まつ）られています。
　奇稲田姫命は逗子市小坪の須賀神社（天王
社）に祀られている素盞嗚尊（すさのおのみこ
と）と夫婦で、33年ごとに妻である奇稲田姫命
の森山社へ会いに来られます。
　これが「行合祭」で、1250年以上の歴史があ
ります。この行合祭は40回を数え、41回目は
2028年に執り行われます。ちょうど今、子ども
神輿を担いでいる子どもたちが中心となって、
森山社を盛り上げてくれることでしょう。
　地域の大切な文化である33年に一度しかない
伝統あるお祭りを、今から少しずつ子どもたち
へ語り継いでいきたいと思います。
　是非、お子さんたちにこの素晴らしい森山社
の伝承文化を、お母さん、お父さんたちから教
えてあげて下さい。

　「葉山町森山社伝承文化推進保存会」は平成8
年の第40回森山社三十三年大祭行合祭を機に設
立されました。この年に葉山町無形民俗文化財
に指定された「行合祭」に伴う歴史ある祭祀祭
礼文化を、永遠に保存管理して受け継がれてい
くことが目的です。
　また、祭儀の奉賛や管理だけでなく、それに
関連する神輿、囃子、木遣などの団体との連絡
提携などをとりながら、大切な森山社の文化を
保護していくことにも貢献します。
　平成19年には「世計り神事」も葉山町指定無
形民俗文化財に登録されました。
　よりよい葉山の心豊かな環境保全や人の和の
大切さと平和の一環としてすべての安泰を祈念
して推進に貢献することが会則にも記されてい
ます。

先導は隊列の先
頭を歩き、全体の
動きを見ながら、
歩くスピードや休
憩のタイミングな
どを交通整理と共
に調整するリード
役です。

木遣は様々な作
業の掛け声が歌
へと変化したもの
で、祭礼では神輿
の立ち上げや巡行
時の景気を盛り上
げる役目を担って
います。

山車は祭りをにぎ
わす笛や太鼓のお
囃子方を乗せて
隊列を巡行しま
す。大きな台車は
曳き山とも呼ば
れ、人が曳いて動
かします。

日月旗は金色の太
陽と銀色の月を刺
繍した旗です。太
陽は天照大御神
（アマテラスオオミ
カミ）、月は月読尊
（ツクヨミ）を表わ
しています。

社号旗は森山神
社の名前を記した
旗です。森山社の
シンボルともいえ
ます。旗は直接地
面に降ろしてはい
けないので、専用
台を利用します。

御神輿は森山社
の葱花輦神輿（そ
うかれんみこし）を
台車に載せて曳き
ます。休憩所では
幼児が抱かれて下
をくぐる神輿くぐり
も行われます。

子ども神輿は子ど
も会の子どもたち
や、一般参加の子
どもたちによって
交代で「わっしょ
い、わっしょい！」
と担がれながら同
行します。

金棒は「チャリン
棒」とも呼ばれる
鉄の棒で、地面に
突き立てて音を鳴
らすことで露払い
をする役目を果た
しています。

水屋輿はお水取り
でもっとも重要な
水がめを運ぶもの
です。この輿は地
面に直接降ろして
はいけないので休
憩の時も棒に載せ
て浮かしています。

総代は氏子会の
町内会代表者で
す。大祭などでは
神職や役員なども
隊列に加わわるこ
とがあります。

トラック車載によ
るお囃子方です。
山車の囃子と同じ
ように笛や太鼓で
隊列の後部を盛り
上げます。

最後尾は消防によ
る警備の車両が
見守っています。



子ども神輿・山車 行程マップ森山社例大祭神輿渡御 令和5年8月27日（日）

相州葉山一色木遣保存会 森山社囃子保存会 一色輿友會 森山社葉山童遊會
相州葉山一色木遣保存会は、一色森山社の神社付き木
遣として平成8年の行合祭を契機に結成されました。
以来、例大祭の御神輿立ち上げや、渡御の先導役として
花を添えております。
当保存会は、森山社の祭礼に参加するばかりでなく、慶
事での祝い唄披露や小学校の音楽の授業にも取り上げ

平成8年の第40回行合祭が執行される際、小坪・須賀
神社の天王輿を迎えるにあたり、新たに葱花輦型神輿と
呼ばれる女神輿が復元され、その時に消防分団が中心
となり、担ぎ手の「一色輿友會」も結成されました。
現在も継承され毎年例大祭を盛り上げています。
そこで、一色輿友會代表より一言♪

2005年に、子ども会の有志により発足された子供神
輿会は、2007年に富山にて今の御神輿が造られ、大
切に担がれ続けています。そして、2014年に子ども会
に関わる保護者が中心となって発足された森山社葉山
童遊會として継承され現在に至っています。お父さん中
心のこの會は、子ども会のご協力を得ながら子どもたち

祭りを継承する習慣がすたれてきましたが、今から40
年ほど前から子どもたちを集め、お囃子の練習がはじ
まりました。
小学3年生以上の子どもたちを対象に、週3回一色会
館で午後7時～9時まで練習しています。

そうしゅうはやまいっしききやりほぞんかい もりやましゃはやしほぞんかい ひといろこうゆうかい もりやましゃはやまどうゆうかい

◆連絡先：相澤　090-8598-0124 ◆連絡先：安澤(あんざわ) 090-9316-0044◆連絡先：尾張　080-4181-1994◆連絡先：小池　090-5764-5218

て頂く等、活動の場を広
げております。
令和10年の行合祭に向
け、毎週日曜日19:30より
一色会館にて稽古に励ん
でおります。
木遣りにご興味のある方
は是非一度見学にいらし
てください！ 

森山神社の祭礼だけでな
く、献灯会、日影祭りにも
お囃子として参加してい
ます。

お囃子に興味のある方は
ぜひ参加してください。
　

「早いもので夏到来！！
今年も楽しく担ぎますよ～
担ぎ手も公募しています。
特に、女性歓迎！！！」

が安全に楽しくお祭りに
参加できるよう頑張って
います！
子ども会の子どもだけで
なく、一般の子どもたちに
も楽しく参加してもらえ
るよう活動しています。
童遊會で一緒に活動して
下さる方募集中です。

森山神社
吾妻神社
お水取り神事

平松住宅前
第2町内会接待

郵便局裏
第1町内会接待

森山神社下 大門商店
第4町内会接待

一色海岸
監視所前

しおさい公園
北門前

旧役場跡地 どれみ幼稚園
第3町内会接待

HAC横道
にて待機

社殿前 大門商店通過して
イタゴヤ前

県立近代美術館
第5町内会接待

7:30集合　8:00出発
8:25～8:45
20分休憩

9:10～9:30
20分休憩

9:45～10:10

9:45～10:15
30分休憩

10:40～11:00
20分休憩11:45帰着

14:15集合　14:30出発
15:30～15:50
20分休憩15:00～15:20

15:50～16:20

16:20～16:40
20分休憩

17:10～17:25
15分休憩18:30帰着

18:00着

【午前】

【午後】

◆子ども神輿は担いで、山車は子どもたちで引
いて廻り、大人神輿は台車に載せて廻ります。

◆吾妻神社には、先導、木遣、神旗、
大人神輿、金棒、水屋、宮司、氏子
会長、でお水取りに行きます。

◆子ども神輿は県立近代美術館まで担ぎ、復
路も社殿前まで担ぎます。山車は車で引き、
大人神輿は担いで廻ります。

子ども神輿他の動き お水取りの動き

子ども神輿他　往路 子ども神輿他　復路

ビーサン・クロックスは
危ないので、運動靴で
参加して下さい。

11:30～12:00 八乙女奉納舞
 世計り神事

神輿御霊抜き

サンドウィッチ、おにぎり、そうめん
ところてん、果物、飲み物

チューベット、お赤飯おにぎり
果物、お菓子、飲み物

焼きそば（童遊會）
お菓子、飲み物（氏子会）

のりまき、おいなり、バナナ、飲み物 飲み物

浅漬けきゅうり、味噌田楽、あんみつ
冷やしうどん、バナナ、飲み物、生ビール

飲み物 コロッケ、 ポテト、お菓子、果物
ゼリー、飲み物

ローゼントイレ

ローゼントイレ
どれみ
幼稚園
（子どものみ）

トイレ仮設トイレ
一色会館トイレ

しおさい
公園北門トイレ

大門トイレ一色海岸
公衆トイレトイレ

しおさい
公園北門トイレ大門トイレ

ポケット
2Ｆ裏口
より

トイレ

お水取り神事八乙女奉納舞


